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このたびは〕□ナ5油ストーブ （ UH お）を 
お買いあげくださいましでありびとラござい 
ました。 

ご使用になる前に、必すこの取扱説明書をよ 
く読んで、正しく使巧しでください。 

まちびった取り扱いは思わめ事故や故障の原 
因となります。 

お読みになった後を取扱説明書は「保証書」 • 
r 工事説明書」となに必す保管しでください。 
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1 •谢こま意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や 
財厘への損害を未然に巧止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧はなのよラになっ 
でいます。内容をよく理解しでから本文をお読みください。 

整 とヒこの表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'死 c 、 重傷を負ラ巧能性、または乂災の 
胃*=1巧能性び想定される内容を示しでいます。 


A 

A ま 


ち この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人力す傷害を負ラな能性や物の損害の発をわ夕想 

/2S#\ 


定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 



€ 


么記号はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具化のなま意内容(左図の場合は一般的なま意)び描かれでいます。 

( S ) 記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具化的な禁止内容(を図の場ちはガソリン禁止)び描かれでいます。 

み記音は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場さは電源プラグをコンたントから巧いてください） 
び描かれでいます。 


警告 (WARNING) 


♦ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 




♦煙突外れ危険 

煙突び外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスび室内にちれで、危険です。 



0 


♦煙突閉そくを険 

煙突が'つまったり、ふさがれたままで使用しないでください。 
閱そくしでいると運乾中に排ガスび室のにちれで、危険です。 



0 


♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類び落下しで乂びつさ、乂災の原因になります。 


裸 Q 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー生や力たットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放 
置しないでください。熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



0 


♦低温やけどに注意 

長時間皮虜の同じ場所に触れないでください。 

比较の1まい温度でち低温やけどや脱か症がの原因となりまず。 


/為 
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•特に注意しでいただきたいこと(安をのために必ずお守りください) 


/!\ 注意 ( caution ) 


\ 

参カーテン、可燃物近接禁止 1 

カーテンや燃えやすいちのをおづけないでください。 } 

乂災び発をするおそれびあります。巧燃物との離隔拒離についでは A y 

標華据え巧け図例 （30 ページ）を参照しでください。 W 1 

嫁® 

♦給油時消义 う 

給ミをは、必す消乂しでからおこなつでください。 1 

乂災のおそれびあります。 1 

鮮〇 


•ミ由漏れ確認 品八 

a クンク-ゴム製送ミを管-接ち部および機器などからの巧'油漏れびな 

いことを確認の上ご使用ください。なミ由び漏れでいると乂災のおそれ コム製送'油管 

びあります。 / 

!〇 

♦異常時使用禁止 く 

巧一異常を感じたときは使巧しないでください。 

異萬燃焼のおそれびありまず。 

轄 

1 〇 

♦高温部接触禁止 

燃腺中や消乂直後は、高温部、煙突、巧上部に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 i 

振重)や接触によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがあります。 

獲 

1 S ) 

♦分解修理の禁止 

故跨、破損したら、使用しないでください。 

不另をな修理は、危険です。 



♦腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、 

やけどのおそれびあります。機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを 
置力、ないでください。がびかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 

♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ''や煙突には床暖房用の熱交換器などを取り巧けないでくだ 
さし、。 

乂がや排ガスび室内にちれる原因となりち検です。 


0 

♦換気扇使用禁止 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないでください。立 

消えしで爆発燃焼するおそれびあります。 1 

また、換気□-給気□は常に確保し、物などでふさカス {： いでください。 ' 



ム慰 

師 

0 
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•巧に注意しでいただきたいこと(まをのために必ずお守りください) 


注意 ( CAimoN ) 

♦ ドラフトレギユレータの取り付け ドラフトレむレ-夕 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。次の煙突設 V 

置の場含は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR-1) を取り f 

巧けでください。 ■ 

-集さ煙突に接続する場台-標準寸法む上に立ち上びりび高い場ち - 

-風び強くで炎び洗むよラな場を Jn : 

1 〇 

•電源コードを傷めない . f 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持つで引き巧かないでください。 ろ^^^ 
乂災や感電の原因になります。 //Vi い^^ 

^ 0 

♦電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 jM 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使用しないでください。乂災の原因 、\炒} 

になります。めれた手での巧き差しはしないでください。感電の原因になります 。// 

1 〇 

•長期間使用しないときは電源プラグを巧く A 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコンたント 
から巧いでください。义がや予想しない事がの原因となります。 

♦電源プラグのお手入れをずる A 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり及びを 属 物を陈ちしでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 

•'灯油の保管 

な'ぶは、乂気、雨水、ごみ、高温および直身す曰光を避けた場所に保管しで mm 

ください。ガソリンなどといっしょに保旨しないでください。 WW 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれびあります。 

•変質'灯油禁止 

変質のミを、不純な油（汚れた巧油、水の混じっでいるな'油など）を使用しないでください。 ( x ) 

異常燃焼やが障のおそれびあります。 

♦シスターンの水位にま意 ^ 上 K 

循環水は少しすつ蒸凳します。 

1 ヶ月に 1 回程度は、シスターンタンクのか位が'規定水位にあることを確 X : 

詔し、不足しでいる場合は補巧液を補給しで<ださい。 

上限水位必上は、入れないよラミ主意しでください。 Tfc S 

床暖パネルを接続しない場台は、循環がは不要です。 

k 〇 

:: nrnmntttim 

お; 姑 Hih;; 身 

♦カーぺットのはがれにミ主意 

カーぺットがずれたりめくれたまま使用しないでください。 

床パネルに直接触れるとやけどのおそれびあります。 — 

A 

皇化 I 巧:ホ姑 I 巧，レ • て、ま:巧、 m/s 咎 l_c 子な _ ^ 

1 '' 

< が目 、リ目 爪つ 禾巨 1 し/ / / 

幼巧のをの届かない所に保管しでください。 

巧 一、 飲んだ場ちには吐かせで、医師の 彭 断を受けでください。 


〇 

♦初めてお使いになるときのま意 

ネ刀めでお使いになるとさは、耐熱透料などび焼さげくまで煙と臭いび出ま 
す。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなってください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場合力<考えられますので、この間は部 
屋に入れないでください。 

















































1 .特に注意しでいたださたいこと(まをのために必ずお守 0 ください) 


お願い ( NOTICE ) 

♦機器を廃棄するとをのま意 

•'灯油の廃棄 

ストーフ''を廃棄処分すると含は、定油面器のな油を 

'な'ぶの廃棄処分は、巧油をお買い求めになった販売 

巧寒とっでください。 （21 ぺージ） 

店にご相談ください。 

なミをを入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思わ 


め事がになるおそれびあります。 

V 

J 


2 •使用する場所 


ストーブをちをに使用するためには、場所の選定が'大のです。 


安をに使用するために 



•マントルピースなどには据え付けないでくださし、。 



参標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。) 


効果的に使用するために 


参ち気の入ってくる方向、例えば窓側などに置くと、ち気びストーフ' 
で暖められで巧流しますので、効果のです。 


出入□など人の通るところは、/或つかると危険ですので避けでく 
ださい。_____ ^ 


•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を似びけましよラ。 



ス I -ーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本体の温度 
び上昇しで危険です。 

使用場所には十分ま意しで効果のに使用しで<ださい。 


参ストーブの前は、反射おからのふく射熱びでますので、床暖パネルとの距離を考慮しでください。 
参温水配管の長さびできるだけ短くなるよラな位置にス I -ーブを設置しでください。 







































3 •各部の名称 


外観図 


正 面 


前面ガード 
ガラス円簡 


-煙突接続 □ 



上面ガード 


とつで 


表示部 


運転スイッチ 

本体固定を具 

操作部 
(オープンポクット） 
定巧面器リじットレバー 



構造図 



































































































































































3 •各部の名称 


表示部の名称と働さ 



設定巧温 


時計 


低 


局 




0 0 0 0 


3 


タィマー 


STb な 
己及疋 


午前 

をを 


B：0 0 ? し I 


室温 




Q 運乾 


-0 サポートヒーター 


-0 タイ 7- 


-0 じ一つ嘗転 


CRYSTAL DIGITAL 


DISPLAY 



3廣叛:ホミ 


サポートヒータ運転 
中は点なします。 
サポートヒータ運括 
停止中は消なします。 


運輯ランプ(緑) 


運転スイツチを巧す （■) 
と点なします。 

ちラー度巧す （ 麗 ） と消の 
します。 


タイマー表示ランプ(緑) 


• タイ7—運転中は点なします。 
• タイ7—運転停止中は消なし 
ます。 


t ーブ運転表示ランプ(緑) 


• 它ーブ運転中は点巧し、解除 
すると消のします。 

•室温設定を10で f 点設定） 
にすると自動のにじーブ運転 
になり点のします。 


運乾スイッチ 


巧す（墨）と運転（点乂） 
します。 

ちラー度巧す （■) と消乂 
します。 














































































3 •各部の名称 


オープンボケツト巧操作部のさ称と働き 


■オープンポケットの開閉 

参才ープンポケットを輕く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作後輕く巧しちどすと□ックしで止まります。 
操作するとき必外は、閉じでご使用ください。） 

■操作音についで 


•操作ボタンを巧すとピツと音びします。 
参誤操作をするとピツ音び2回します。 


























































































































































4 •使用前の準備 



燃料は必すな油 （ J 旧1看巧油）を使巧しでください。 


• [ AffS 力'ソリンなど揮発性の高い油は、乂災の原因になりますので絶巧に使用し 
ないでください。 

注意 I 変質な油、巧れたな油、水の混じっているの'庙などは、絶対に使ちしない 
でください。 

注意 j 巧油は、必す乂気-雨水-ごみ-高温及び、直射曰光を避けた場所に保管 
しでください。 




■給巧の隙のま順とま意 



•送ミをバルブを閱じで給'油□ふたをはすし巿版の給油器具で灯油を給油しでください。 

油量計の針が「満 J をさしたら給'ぶをやめでください。 

•給ミを□ふたを必すちとどおり(こ締めでください。 

参給油の際に、が、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しでください。 


■給油□ふたは、お実に締めでください。 

■こぼれた灯油はよくふきとっでください。 

■燃料のれのま意と空気なぎの方法 

油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

ミをタンクをいったん空にしますと、送'油経路内に空気びたまり、正常に送'ぶびできなくなることびあります。このよラ 
な場をには次の順唐で空気巧さをしてください。 

1. 'ぶタンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはすします。 

3. ゴ厶製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送ミ由管をちとど 
おりにストーブに取り付けます。（油びこぼれないように容器を用意しでください。) 



運活開始前の準備とお認 


■安を装置のたット、取巧上のを意 



定油面器のじッ円 

のめで使用するとさやシーズンネリめには、ストーブ正面ち下の定ミ由面器リたットレバー 
(黒色）をち方向に止まるまで巧しでください。 

•リじットレバーは据え巧け時やシーズン初めに操作します。定巧面器に強い衝撃 
をちえたり異常びあったとき赵外は、特に操作する必要はありません。 

万一、点乂操作後口巧び出すにモニターサイン E 2び表示されるよラな場さはリ 
たットレバーを巧してください。 

(安をおびはずれ、口巧びスムーズに流れます。） 

•リじットレバーは乱暴に扱ったり、巧したままのが態には絶巧にしないでくださ 
い。 


























4 •使用前の準備 


運転開始前の準備と確認 


■送巧経おの巧ちれのお認 

•ミ由タンクや送'油管の接さ部などから油ちれが'ないかどラか確認しでください。 

■電気配線のお認 

• 松ま意1 電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 

参電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


忆ま意 I 電源プラグ•コードの発熱-発义を巧ぐために • 

参電源は必す適正配線された単巧1 00 V コンじントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


■接化(アース)のお認 

•工事説明書にしたびい、接地（アース）びとられでいるかどラか確認しでくださし、。 


■点义の要領と注意 
巧おの換スイッチの它ット 

ストーブ単独で運転する場合は「ストーブ単独」に、ストーブ'床暖房運転をおこなラ場合は「ストーブ'床暖房」に、床 
暖の換スイッチを t ットしでください。床暖の換スイッチのたットは運転開始前におこなって<ださい。 

•ス I -ーブ床暖房で運転する場を •ス I -ーブ華独で運転する場含 




循環がのが位お認 



争 ま意 I ストーブを側面のが位計で、シスターンタンクの規定水位（上 
限水位と下限水位の間）まで循環水（コロナ巧暖房用循環液）び入ってい 
ることを確認しでください。循環がが入っている場含は黄毎になりまず。 
循環水は上限が上入れないよラま巧しで<ださい。 

水位び下限な下の場さは、巧暖房専巧補巧おを入れでください。 


温が配管の水をれ のお認 

参ストーブ内部や温水配管接台部から水ちれか f ないか確認しでください。 

•床暖パネルの温水配管の途中にバルブを取りがけた場さは、必すノリレブが'開いでいることを確認しでくださし、。 





































































4 •使用前の準備 


■運範中に巧暖切換スイッチを操作した場さの注意 

むやみに、ストーブ'単独ーストーブ'床暖房にのりかえないでください。循環水のつまりの原因になります。 

♦ I ストーブ単独ーストーブ床暖房 I •••自動のにいったん消乂しで、約10分後に再点乂し、ス I -ーブ床暖房運転を開始し 
ます。そのとき、「ジユー」といラ循環水の蒸発音び発生することびありますび異常ではありません。 

♦ I ス I -ーブ床暖房ース I ブ軍盈 1 …運乾はそのまま継続します。しばらくしで「ジユー J といラ循環水の蒸発音びし 
まずび異常ではありません。 


5 •使用方ま（使いち) 


運捉開始（点义) 


•オープンボケット巧の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運乾」び設定できます。 

ご希望の運乾ち法でご使用ください。 

f 点义順京 

■ストーフ''火力調節 r 自動運転 j の場ち 

•乂力調節つまみを「自動 J にさわせでください。設定室溫と部屋のが巧に応じ 
た乂力で燃焼します。 

(ストーブ乂力調節「手動運転 J (微少〜大）の場含は、乂で調節つまみの設定 
乂力で燃焼します。） 

♦時計含せは 15ページ 「現在時刻の調節ちま」を参照しでおこなってください。 



ストーブ床暖房運転 


f ミトーブ•床暖切換1 



1 . 時刻表示び'現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内の床暖の換スイッチを「ス I -ーブ床暖房」に合わせ 
でください。 


3. 運乾スイツチを押しで「入 J にしでください。 

自動のに、次のよラに運乾（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ'乂 
力調節「手動運乾」（微少〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 















































































•ス トー ブ床暖房ブラス サボートヒータで 



5.使用方法（使い方) 


運振開始（点乂） 


サポートヒータ運転 


•サポートヒータは電気ヒータです。客先や秋□など少し肌寒いと感じるくらいの季節にストーブを運転しないで床 
暖房運乾ができます。 



1 . 時刻表示力 s ' 現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット巧のサボートヒータスイッチを「入」にしでくださし、。 
自動のに、次のよラに運転します。 


設定床温 


時計•タイマー 


設定室温 



-運おランプ点な 
-設定室温表示点な 

3 

S 

-設定床温表示ランプ点打 

-燃焼巧送風機まわる 

4 

-サボートヒータ運転ランプ点な 



ほ 


m 


の〇 ® 〇 〇 〇窃 


B : 0 0 


で〇運転 


©サボートヒーター 


〇タイ 7- 


I 它-巧お 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


宙巧 （ 
■入.姐、 


床暖 


低りいぶ 

巧巧 n 節 


[切お入] 


-トヒーター 


ストー ブ •巧巧の巧^ 




白£1 


添 


ま®义力巧節 
巧みルか 乂 


忆ーブ遅后 


入/の ほめ 孤め 

0. ▽ A 


ま巧が定 


床暖房能力をアップできます。 


1 . 時刻表示び現を時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. オーブンポケット巧の床暖の換スイッチを「ス I -ーブ床暖房 J にをわせ 
でください。 

3. 運輯スイッチを巧して「入」にしでください。 

4. 才ープンポケット巧のサボートヒータスイッチを「入」にしでください。 
自動のに、なのよラに運輯（予備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ乂 
力調節「手動運乾」（微少〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 


※そ備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力になります。 


す* 

すを 


床巧 


ぉヮ 


巧泌 
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に助 (§0^ 入1 

トヒーター 



白巧 




ま動乂力調節 
巧みル中 大 
111111 .mm •■■■■ル 


入/の 低め巧め 

e 違 可-公 


ま巧投定 


‘運おスイッチを巧す 
• サボートヒータスイッチを r 入 J 
にする 


• ルな 屋 流出 
• 循巧ポンプ作動 


ストーブ床暖房-サポートヒータ併用運転 


• 設定室温と部屋のが況に応じた 
义力になる 
-リニアダンパーが致 
’床暖温度調節の設定床温になる 
よラに、リニアダンパー及びサ 
ポートヒータ出力が、自動的に 
制御される 
•サポートヒータ運お 



I 同時 -J -_- 

人手動3-昏動運睹}— 


—同時 

人手 


力予備燃焼- 


I 本燃焼¬ 


ん白動運輯で 










































































































































































































































































5 •使用方法（使いち) 


• 運おスイッチを巧す 


• 巧おランプ点の 
• 設定室お表示点な 
• がお用を風機まわる 


ストーブ単独運輯 



1 . 時刻表示び現巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 才ープンポケット内の床暖切換スイッチを「ストーブ単独 J に合わせで 
ください。 


3. 運転スイツチを押しで「入」にしでください。 

自動のに、次のよラに運乾（そ備燃焼•本燃焼）します。（ストーブ义 
力調節「手動運転」（微少〜大）の場合は設定室温の表示はありません。) 



※ず備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力になります。 


‘ルな屋流出 


‘設定室温と部屋のが況にのじた 
义力になる 


•運輯スイツチを「入 J にしたとき、運転ランプび点巧せすにタイマー表示ランプび点なする場含は、タイマー運転 
となりますので、タイマーじツトボタンを押しでタイマー運乾を解除しでください。 

•燃焼中に運転スイツチを巧して「消乂」にしたり、タイマーじツトボタンを巧すなどしで約1秒が上通電を止めま 
すと自動消乂し、約2分間のち却のをでないと再点乂できません。 


室温の調節伯動運獄 


オープンポクット内の乂力調節つまみを「自動 J にさわせると、ルームサーモによる自動運輯となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温（24で）が'表示されまずので次のよラに調節しでください。 

参室温設定ボタン「高め」を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• n まめ」を巧すたびに15でまでは1ですつ下びり、15でからはい 
きなり10で （ F 点設定）となります。 

•10 で設定の場ちはじーブ運乾表示ランプび点なし、 t ーブ運転と 
なります。 

設定室温を15でな上に上げるとたーフ''運乾表示ランプカリ肖え、、 
1自動的に辭除されます。 ノ 
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5 .使用方法（使い方) 


攻化床/皿 




1. 特に温度設定しない場合は、自動のに快適マークの位置（設定床温表示 
ランプの3つ目）に設定されランプ表示します。 

2. 床温調節ボタンを巧すと巧のよラに床温調節でき設定床温表示ランプち 
移動点なします。 

• ngj ……1回巧すたびに設定温度を6で下げ、ランプ表示び左側 
へ移動。 

•「高」……1回押すたびに設定溫度を6で上げ、ランプ表示力ずち側 
へ移動。 


ストーブ乂力調節「自動」運転時に、微少乂力でち室温が'設定室溫より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると 
自動のに消乂し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを 
防ぎます。 

•室温設定ボタンにより希望の室温設定後、たーフ'運乾ボタンを巧しでく 
ださい。 

じーブ達転表示ランプび点なし、じーブ運転となります。 

•じーブ運乾ボタンを再度巧すことによりじーフ''運乾表示ランブか t 消え、 
它ーフ'運転瞧陈となります。 



室温設定による自動運輯の他に、乂力調節つまみによる手動义力調節かで!能です。 
次のよラにしでください 



参オープンポヶット巧の乂力調節つまみを「微少 J から「大」の間の 
ご希望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、そ備燃焼び終了すると約 2. 5分間乂 
力は中乂力になり、その後は乂力調節つまみの設定乂力で燃焼しま 
す。 


がのが態 

ストーフ''の据え巧けや煙突の関係で、炎は多少変化します。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）びまじつでち異常ではありません。 

•燃焼中に炎の片寄り又は、上下変動することびありますび、ドラフトおよび風置の変動によるをので異常ではあり 
ません。 


ストーブ床暖房運転、サボートヒータ運起、ストーブ床暖房-サポートヒータ併用運転のいすれの場台ち僱罵水び設定 
温度になるよラに、自動のに温度調節されます。又、設定床温表示ランプに快適マークびついでいます。快適マークは、 
床暖パネルのカーペット表面をほぼ33〜34で（床暖パネル3置の場含）に保つ循環か温度を示します。ご参考にされ 
ると便利です。 



たーブ運稳 


•床暖の湿度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、 
部屋を体の温度調節ではありません。カーペットの表面び熱くなりすぎ 
ないよラ使用温度には、十分'ま意しでください。 


巧暖パネルの温度調節 


火力調節 （手動調節-手動胃敵 


室温の調節自動運乾) 


快適マ—ク 





















































5 .使用方法（使い方) 


運弦停止（お义) 


(消义順唐） 

I ストーブ床暖房運輯 I I ストーブ革独運転 


運輯 
■入•の胤 



運転スイツチを押しで「の J にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼きびち却すると自動のに燃焼用送風機、循環ポンプ（ストーブ'床暖 
房運転のみ）が'停止し、時刻表示外のすべでのランプが'消なします。 


サポートヒータ運賠 



サポートヒータスイツチを「の」にしでください。 

サポートヒータ運乾ランプ、設定床温表示ランプび消灯し、同時に、サ 
ポートヒータ、循環ボンブが'運乾を停止します。 


運転スイッチ、サポートヒータスイッチを「の」にしでください。運活 
ランプ、サポートヒータ運転ランブび消巧し、サポートヒータび運乾を 
停止します。燃焼室が冷却すると、自動のに燃焼用送風機、循環ポンプ 
び停止し、時刻表示似外のすべでのランプび消なします。 

サボートヒータスイッチののり忘れにま意してください。 


注@2曰が上まをあけるなど長時間使用しない場さは、運振び完全に停让しでから電源プラグをコン 
たントから巧いでください。 

•外出のとさは、必す運転を停 it (消义）しでください。 

参達転停止を、燃焼用送風機び停止するまでは電源プラグを抜かないでください。をし抜きますと、巧ラス円筒びく 
ちったり、ストーブの表面温度び上昇します。 


ストーブ床暖房-サボートヒータ併用運転 



消义後、再点义するとぎの注意 


•燃焼中に誤つで電源プラグを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点义まを装置の働きで、ストーブびち却 
されるまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1秒]^1内）の場含は、そのまま燃焼び継続されます。 

•停電時には、必す運起スイッチを「の」にしでください。 
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5 •使用方法（使い方) 


現在時刻の調節方法 



1. スープンポクット内の時計調節スイッチを「時計含せ J にします。 
はじめで使用するときや、電源ブラヴを長時間巧いたときは、時刻表示 
は0 : 0 0を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを押しで現在時刻を含わせます。 


例：午前6時15分にちわせる場合 

①「時」ボタンを巧しで"午前6 : 0 0"にします。 ②「分 J ボタンを押しで"午前6 :1 5" にします。 


時 C 


〇分 


I 1 T 



時計•タイ7— 

午前 r ^: 师 


時〇 

C 

睾分 

- f 

[Hi 



時計•タイマー 


午前 



15 


广 


時計-タイマー 



3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点から動き始 
めます。） 


r •必す時計調節スイッチび「通常」になっていることを確認しでください。 

•30 秒が内の停電であれば、再通電後ち現を時刻を表示しますので時刻合わせの必要はありませんびそれ必上の停電 
で、時刻表示び0 : 00を表示した場台は、時刻さねせをおこなっでください。 


タイマーの使用方法 


■運振時刻のさわせ方 


時計-タイフー 


時計^ 

通常 

4タイマ- 

合せ^/ 


始せ 


1. 才ープンポクット内の時計調節スイッチを「タイマーさせ」にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを押しでタイマー点乂時刻をさわせま 
す。「分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に含わせる場台 

① r 時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 ③ r 分 J ボタンを押しで"午前6 : 3 0" にします。 



これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 










































































































































5 •使用方を（使い方) 


時計-タイマー 

lEpfl 


3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。これで時刻 
表示には現在時刻が'表示されます。 


■タイマー運活方法にトーブ床暖房運乾 I I ストーブ単独運輯 



1. 運転スイツチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、乂力に合わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に台わせでください。 

(ストーブ床暖房運転のみ） 

4. タイマー它ツトボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじツト時刻び表示され、タイマー表示ランプび点な 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼用送風機び10分間運輯しますび異常ではありません。） 


サポートヒータ運乾 



1. すーブンポケット内のサボートヒータスイッチを「入 J にしでくださし、。 

2. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に含わせでください。 


3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーじット時刻び表示され、タイマー表示ランプび点巧 
し、タイマー運転に入ります。 


ストーブ床暖房-サボートヒータ併用運乾 



C 

タイ7 

お 

-11 

，ット 





1. 運転スイツチとサポートヒータスイツチを「入 J にしでくださし、。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の乂力に合わせでください。 

3. 床温調節ボタンで、床暖温度をご希望の温度に台わせでください。 


4. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたット時刻が'表示され、タイマー表示ランプか>点な 
し、タイマー運転に入ります。 

(このとき、燃焼用送風機び10分間運転しますび異常ではありません。） 


•タイマーじツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻が'表示され続けます。 
参運転中にタイマーたツトボタンを巧すと、ストーブは自動消乂し、運転を停止します。 


•タイマー運転は、運乾スイッチび「入 J になっていないと運転び開始されません。 
参おでかけのときのタイマー点乂は避けでください。 























































































































5 .使用方法（使い方) 


タイ7—の使用ちを 


■タイ7—運乾のおお 


^—巧 一 ^ 

タィマでッ 


•タイマー t ットボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現を時刻び'表示され、タイマー 
運転び解除されます。 

参このままであれば自動のに運乾を開始します。運乾を停止する場合は、運 
転スイッチ（サ ポー ト ヒータ 選乾の場含は サボー ト ヒータ スイッチ）ち 
「の J にしでください。 


■タイ7—じット時刻-現在時刻のお認 



現を時刻の確認 タイマーじット時刻の確認 


①時計調節スイッチを「時計合せ J 又は「タイマ 
一ちせ」にちわせます。 

③現を時刻又は、タイマ ー t ット時刻び時刻表示 
に表示されます。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位 
置にちどしでください。 



ニターサインについで 


ストーブにトラブルび凳をすると、トラブルのが態び設定室温表示に記看表示（モニターサイン）されます。 

この場合記号表示の内容を、ストーブ'左側面に巧刷されたモニターサインー髮表、または 25〜26ページ 「が障•異常の 
見分け方と処置ち法」をご莫のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニタ- 

-サイン 


異常 

が 

m 

モニターサイン 


異 

常状 

態 


モニターサイン 


異 

常 

が 

m 


E 1 

途 

中 

消 

乂 

EC 

ル 

ームサーモ短絡 

P 5 

薑 


板 

不 


良 

E 2 

不 

着 


义 

EE 

停止時ポツト異常過熱 

F 1 

熱 

交 

サ- 

-モ 

作 

動 

E 3 

巧 

霞 

た 

動 

E 0 

薑 

板 

温度 

異 

常 

F 2 

湯温サーミスタ断線 

E 6 

ル 

ームサ- 

-モ 

:断線 

P 1 

ポ 

ツ 

卜予熱 

不 

足 

FC 

渴温サーミスタ短絡 

E 7 . 

E 9 

停 



電 

P 2 

ポ 
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卜温度 

お 

下 








E 8 

疑 

似 

义 

炎 

P 3 

ポ 

ツ 

卜異常 

過 

熱 








EA 

燃焼巧送風機異常檢出 

P 4 

不消义 

(消义時間が長い） 









使用上の注意 


•床暖の温度調節は、足元（床暖パネルの表面温度）の温度調節のため、部屋を体の温度調節ではありません。 
カーぺットの表面び熱くなりすぎないよラ使巧温度には十分ミ主意しでください。 


循環水の凍結す巧（循環おのま入) 


寒冷地だけでなく、暖かい地域でち凍結予防及び腐食予防のために、必す僱環'液を入れてください。 

参循環液は必すコ□ナ床暖房用僱環液（別売品）をご使用ください。他の不凍おを使用したり、混さしたりすると製品 
の寿命び短くなります。 

•循環液は3年を目安に入れかえでください。（開封した循環液ち含む） 




























































5 .使用方法（使い方) 


使用上のま意 


本書の「特にま意しでいたださたいこと（まをのために必すお守りください) J の他に、次の頂目についでちま意しでく 
ださい。^ 

参上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場含は、必すちとのが態に取りなけでおいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化尝薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植拘の育成栽 i 音に使用しないでくだ 
さい。 

•雷か>発をしたとさ、雷（誘導雷）により一時的な過電圧たツ)、かってち、過電旺防止装置が'機器を保護するしくみに 
なっでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場ちは、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから巧いでください。 


6 •ま全装置 


このス I -ーブには次のよラな安を装置か f ついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運輯は停止したままです。 


安を装置 

原因-作動結果 

処置ちま 

巧震 S 動消乂装置 
(If 引表示） 

• 強レ化®や衝撃を受けたとき 

ク 

-モニターサイン 1 表示 
-自動のに消义 

• ストーブの周のに異常びないか確認 
し、点义操作しでください。 

(巧霞自動消乂装置は作動後白動の 
に忆ツトされます。） 

点义まを装置 

燃焼制御装置 

(フレーム〇ッド） 

1 \E /I 表示 ‘If 引表示^ 

\ (途中消乂） （不着乂） ノ 

•点乂 S スをしたとさ 
•途中失义をしたとさ 
•炎び異常に小さいとき 

ク 

•モニターサイン If / 1 表示または 

1 EE 1 表示 
-自動的に消义 

• 曰常の点検-手入れ （20 〜24ページ 

参照）をしでから点乂操作をしでく 
ださい。 

•なおち異常びある場さは、お買いホ 
めの販売盾にご相談ください。 

停電安を装置 
/ If 7 康示 • 1^51 表示、 

(30 妙上） P 妙 m 上^ 

、 130 秒未満/ 1 

•停電したとぎ 

•電源プラグび巧けたとき 

ク 

-通電後モニターサイン 1 1 表示ま 

たは Ifg 1 表示 
-自動のに消义 

• \E1 1 の場さ、時計などのじツトを 
しでから、点乂操作をしでください。 

• 1 fg 1 の場合、通電後点义操作をし 
でください。 

• 電源プラグを確認しでください。 






































7 •その他の装置 


装置の名称 

原因-作動結果 

処置方ま 

再点乂安を装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 

ク 

-約2分間のち却後でないと点义動作 
に入らない 

•約2分経過後、自動のに点乂動^| 

\作を開始します。 ) 

燃焼用送風機異常 

検出装置 

表示） 

• 回拉数か‘異常にほ下したとき 

ク 

•モニターサイン Iffl 1表示 
•ストーブの運転を停止 

•異常低下の原因を取り除いでから点 
乂操作をしで < ださい。 

• なおち異常びある場合はお買い求め 
の販売店にご相談ください。 

過電流防止装置 

(表示部を消な） 

• 内部配線のシヨートにより過電流び 
流れたとさ 

ク 

•電流ヒューズびのれ、すべでの運乾 
を停止 

• お買いずめの販売店に修理を依頼し 
で < ださい。 

僱環か過昇防止装置 
( /^ /| 表示） 

• 循環か力< 極端に減少したとぎ 
•循環か力\'循環しないとさ 

ク 

. モニターサイン |F / 1表示 
-自動のにストーブ単独運転に祝りか 
わる 

•ス1-ーブをいったん消乂しで僱環か 
過昇原因を取り除さ、点乂操作をし 
でください。 

• なおち異常びある場含はお買い求め 
の販売店にご相談ください。 

サボートヒータ過熱 

防止装置 

•循環水か t 極端に減少したとさ 
•僱環かが'僱環しないとさ 

ク 

-サポートヒータへの通電を停止 
(温度び下びると自動的に通電を再開） 

•運転をいったん停止しで、曰常の点 
検•手入れ （23 ページ）をしでく 
ださい。 

• なおち異常びある場さはお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 

ちまサーミスタ（畐お上： 73 で） 

( E 0 表示） 

•ストーブの上面及び側面び囲われで 
いるとさ 

♦ス1ブの前面に障害物などびある 
とさ 

ク 

•モニターサイン IfO 1表示 
-自動のに消义 

•原因を取り除いでから点乂操作をし 
でください。 

• なおち異常びある場含はお買いホめ 
の販売店にご相談ください。 



























8 •曰常の点検-ま入れ 


点お、寺入れのとさの注意 


点検.ま入れは消乂後、ポットバーナびち却しでから、必す電源プラヴをコンたントから巧いでおこなつでください。 

注意1電気部品の分照や市販品との交換は絶«にしないで < ださい。 


点巧、寺入れの必要項§、時巧、方ま 


■周囲の巧燃物（使用ごと） 

♦1么ま意1スト—ブの囲は、常に S 理•掃除し、燃そやすいちのを S かないで<ださい。 


■ほこり-汚れ（使用ごと） 

•ほこりやミ号れをそのままにしでおきますと、ミ巧びしみたりしで危険です。 
ス I ブはいつち清潔にしでご使用ください。 


■巧ちれ-巧のたまり-巧のにじみ（使用ごと） 

•置台- 'ぶタンクに'ぶちれ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 

又、給油の際にこぼれたの油は、よくふきとつでください。 

•巧ちれのある場さは、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 

■ゴム製送油管の点検-交巧の目安（シ-ズン巧め） 

意 I ゴム製送5¢管は、屋が^で使用しないでください。 

屋外での使用は禁止されでいまず。 

•匡巧でゴ厶製送油管を使用しでいるとさは、膨潤、収縮、変質、変お、ひび割れかス^いか確認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目まは、3年に一度です。 


■巧タンク（シーズンのがめ、適時） 

•油タンク内は水やごみが'たまりやすいちのです。給油のとき、点檢しでください。 

油タンク内のか巧き及び掃陈は、油タンク付属の取扱説明書に従つでおこなつでください。 


■煙突の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（シ-ズンのがめ、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップのはすれがないかを点樣しでください。煙突び腐食したり、巧びあいたりしでいると危険 
でずので新しい物と交換しでください。 

参煙突のおくには燃えやすいちのを置かないでください。 

•煙突内は結露でをじたか滴び凍つでつまると危険です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出たら 
消火しで、煙突内部を点検しでください。 















8 •曰常の点檢•ま入れ 


■定巧面器のストレーナの掃除 （適時） 

•定油面器には、ごみを除くためのストレーナが'ついでいます。 

ごみが'たまると、なミをの流れを妨げで、十分な乂力び出なくなります。 
次のよラに掃除しでください。 



1. 油タンクの送ミ由バルブを閉じでください。 

2•ス I -- ブの前板を止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下側を引き 
上げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部を左図のよラに、①操作部の左側を少し引き上げで、③寺前にま 
わしで、開いでください。定油面器か>みえできます。 

4. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、油ガイドをたり、 
その下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださ 
い。 

定油面器の巧れたな油やごみびを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいな•な'油の中ですすぎ洗いをしでくださ 
し、。（かで洗わないでください。） 

•ストレーナゴムパッキンを忘れめよラにしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部（黒色）び必す、 
ち横になるよラに取り巧けでください。 

•ストレーナの让めねじを、固く締め巧けでください。 

参巧ちれ力すないか確認しでください。 

















8 •曰常の点検•手入れ 


■ポットバーナの掃除（適時） 

•[ご注意 I 掃除は、ス I ブを消义させな分冷却しでから、おこなっでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

•ポットパーナにすすびついで《のおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着义び 
おそくなったとさは、次のよラにしですずを取り除いでください。 



1 . 上面ガードをはすしでください。 


2. 燃焼筒ふたをはすしでくださし、。 


3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいます。スケルトンをガラス円筒 
にあでないよラにしで、取りはすしでください。 

4. 燃焼リングをフレー厶□ツドに当でないよラにま意しで左図のち向 
に燃焼リングをまねし、取りだしでください。 



5. 点乂ヒータ、点乂ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧部の 
すすをドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとってく 
ださい。 



スクルトン脚 
スケルトン 
燃焼リンブ 


6. 組立での際、燃焼リンブは、左図のよラに正しく確実に取りがけで 
ください。 

参ポットバーナ、燃焼リンブを損傷したまま使用しますと、燃焼び 
悪くなります。ドライバーなどでつついでみで巧びあいたり、欠 
けた場さは新しいちのと交換してください。 

ポットバーナの交換は、必すお買い求めの販売店に依頼しでくだ 
さい。 


■反射板-ガラス円筒の掃除（適時) 



♦ r ごま意 I 掃ぉは、ストーブを消义させ巧分冷がしでから、おこ 
なつで < ださい。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

参反射板及びガラス円筒にほこりびたまりまずと、反射効率び悪くなる 
ばかりでなく危険ですので、次の要領で適時掃除をしでほこりを取り 
除いで < ださい。 

1. 前面巧ードをち側の固定ばねに個）からはすし在側にまわしでく 
ださい。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで、掃瞭機などで内部のほこり 
をきれいに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいにおいでくだ 
さい。 

4. 掃除び'終わりましたら、ちとどおりにじ ツト しでください。 


•前面ガードは、きちんと取り巧けでください。 






















































8 •曰常の点検•寺入れ 


点検、手入れの必要項巨、時期、方を 


■ガラス円筒巧部の掃除（適時） 

• G ご汪意 I 掃除は、スト—ブを消义させ巧分冷®しでから、おこなってください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

•長期間の使用によりガラス円筒がすすけで炎び見えにくくなったときは、 22ぺージ 「ポットパーナの掃除 J の項に 
したびい、スケルトンをはすしでガラス円筒を掃除しでください。 


参ガラス円筒には、水をかけたり、衝撃を与えたりしないよラを意しでください。 

参運範中にガラスカす徐々にすすけた場合は、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、すすを除去 
することびできます。 

■点义ヒータ-点义ネット- ノズルのおお (シ-ズンの巧め） 

•点乂ヒータや点乂ネットにすすび付着しますと、ホ熱び低下したり、ミ由のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因にな 
ります。 

•ノズルの先端にすすび付着しますと、異常燃焼になったり、着乂不良や消乂時間び長くなる原因になります。 
シーズンネリめには、必ず点検しでください。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにミ主意しでおこなラ必要びありますので、必すお買 
いずめの販売店に依頼しでください。 


■フレームロッド（燃焼制御装置）の点お（適時） 

参フレー厶□ッドの先端にすすが'巧着したり、フレーム□ッドカタ変おすると、誤作動の原因になります。 

すすの付着やフレー厶□ツドの変おびある場合は、必すお買いずめの販売店に点検-交換を依頼しでください。 


■循環がの補給（適時） 

シスターンタンク内の循環かは、少しすつ蒸発しますので、ときどき確認し 
で、循環水が'不足しでいる場合は、そのつど規定水位まで床暖房専用補巧液 
を補給しでください。 

•給水□扉を開き、床暖房専用補巧液を上限か位まで追如しでください。 

I "配管などからのかちれで補給する場合は、床暖房用循環液を入れでく'^ 

L ださい。 J 


補巧液 



参コ□ナ純正床暖房用循環液は、凍結予防の他に床暖房に使用される機器（ス I -ーブ•床暖パネル.配管部品など) 
の防鏡効果を目的に作られた循環液で、すでに純水で適正な護度に調合しでありますので、試運転時にはこのまま 
ストーブに入れでください。 

•他な銘柄の巧鏡剤、不凍液（特に車両用など）を使用したり、混さしたりしますと防錯効果力す発揮されす機器の耐 
スな力すそこなわれたり、化度力すあねすポンプの性能び十分発揮されすに、沸騰しでしまラことびあります。 

•循環'液は、常温では引义しませんび、加熱されたストーブの上などにかかると着乂することびありますので、取り 
扱いには十分ま意しでください。 

参循環おは3¢を目安に入れかえてください。（開封した循環おち含む） 

•循環液の凍結温度は、一20でに調含されでいます。 


■温水配管のがちれお認（適時） 

•ストーブ内部や温水配管接続部分からかちれびないことを確認しでください。 















8 •曰常の点検•寺入れ 


■燃焼用送風機フアンフイルタの掃除（適時） 

•ファンフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でス I -ーブ裏面のフアンフ 
イルタの掃除をおこなつでください。 



1. 左図の矢印のよラにフアンフイルタに力を加えなびら引き出し、ストーフ''裏面か 
ら取りはすしでください。 

2. ブラシなどでフイルタのほこりを取り除いでください。 

3. 掃除が'終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■燃焼用送風機の掃な（巧 1 ◎が上） 

•燃焼用送風機フアンにごみやほこり力すたまると、送風力び弱くなり燃焼が'悪くなつたり、音が'大きくなつでくること 
びあります。このよラなときには、燃焼用送風機フアンのほこりを取り除いでください。 



ストーブを側のファンカバーと風量制限板をはすし、ブラシなどで静か 
にほこりを取り陈いでください。 

•清掃が'終わりましたら、をとどおりに取り巧けでください。 


•燃焼用送風機フアンに力を加えますと、 ffl りや傾さを生じで、回 
転のときに音び出ますので力を如えめようにしでください。 


■地震などの災害が货生したときの点おについで 

参が霞などの災害び発生し、ス I -ーブに振動や衝撃び加わったときは、選転前に必す次の点検をおこなっでください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧'庙配管からのちれの確認 

点検で異常が見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定巧点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーフの点檢び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協舍 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ按術管理講習含修了者（石ミを機器按術管理±)など) 
のいる店までお問い合わせください。 


№9 























10.巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象は故障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

痛 

乂 

時 

ネリめで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塞料やほこりび'焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点乂しない。 

予熱点义方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(ず熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼閱始時や消乂後に「ピチピチ J といラ音が'する。 

本体内部び'熱により膨張、収縮するためです。 

点义時にポンと音か f する。 

点乂するときに発をする着乂音で、異常ではありません。 


■使用中に異常びありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはお近くのコ□ナお客様ご相談 


現象 

原因 

E 1 

g 

中 

消 

义 

E 2 

為 

义 

し 

な 

い 

E 3 

気 

巧 

作 

動 

E 7 

S 

巧 

S 

巧 

E 8 

i 

似 

义 

炎 

EO 

- - - 

夕ま 
作を 
動サ 

J 

F 1 

諭 

交 

サ 

J 

炎 

び 

み 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

元 

る 

るを 

ス 

円 

筒 

び 

す 

す 

け 

な 

1 

た 

で 

で 

燃 

元 

る 

電源ブラグをコンじントに差しこんでいない 












強い地霞びあった。または、ストーブに衝擊をちえた 



参 









送なパルブが閱まっている 

参 

• 










ゴ厶製送油管に空気だまりがある 

# 

• 






• 




定巧面器にが、ごみの目ブまり 

• 

• 






• 




煙突の設蚕び薑華通りでない。煙突の横弓 I きび長い 









参 

• 


燃焼用送風機のフアンフィルタにほこりびたまった 









• 

• 


煙突工事不適当のため逆風現象がある 

• 








• 

参 


燃焼リングの取りがけび悪い 









参 

• 

• 

煙突のつまり 









参 

• 

参 

強風などにより、煙突の引きび極端に強い 

参 










参 

巧ちれびある 












煙突の接続部にすきまがある 












フレーム□ッドにすすが多おにが着した 

• 




参 







シスターンの循環か不定 







参 





溫か配管びつ/京れでいる。バルブび閉じでいる 







参 





長時間停電びあった （30 砂上一 E 7表示） 




参 








停鸾びあった （ 1秒]^上30砂末満一 E 9表示） 




参 








ルームサーモ取が位置び悪い 












ストーブの上面及び側面び固われでいる 






• 

















































lO . iffi 障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄色い炎(ホ乂)か f 混じる。 

異常ではありません。 

煙突の巧谎から連続的に白煙び出る。 

外気温か f 低くなると、排気巧ス中に含まれでいる水分び凝結 
しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありませ 
ん。 

な油ぎれの際、一瞬《び大きくなつで消义する。 

異常ではありません。 


窓□にご連絡ください。※設定室温表示に モニター サインび表示されます。 


な 

巧 

の 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

爆 

発 

の 

な 

燃 

焼 

を 

ず 

る 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

大室 
ぎ温 
くび 
な低 
らい 
なの 
し、仁 
义 
び 

ル正 
び常 
あ運 
た乾 
たす 
まる 
らび 
なパ 
いネ 

沸 

と 

ラ 

な 

宗 

ず 

る 

m 

動 

び 

大 

さ 

い 

処置ちを 



♦ 





コンたントに確実に善しこむ 








24 ぺージの f 地霞などのが害が発をしたときの点検についで J の点検項目を 

罹認し、運乾スイッチを巧し直し再点乂する 








送巧バルブを開く 








zr ム製送な管をおる。山おになつでいる所は平に直す 








送莊パルブをしめでストレーナをはすし、掃除する。巧タンクのがを巧く 








薑華通り(こ設 S する 








フアンフィルタのほこりをブラシなどで掃除する 

• 

• 






煙突の取りがけを適性にする 








正しく取りがける 








煙突を掃除する 








ドラフトレギュ 1/- 夕などを巧り巧ける。僅突を薑華逼りじ設おる傭売店に臟する） 

• 







ちれ力所を締め直す（販売店に修理をの頼する） 

• 







すきまをなくす 








すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 





参 


参 

規定水位まで補巧液を入れる 





参 

• 


温か配管のつぶれを直す。パルブを開く 








設定室温、時刻などを忆ットし再度点义操作をする 








リたットし再度点义操作をする 




参 




適正な位蚕に取り巧け直す 








過昇原因を取り除< 










































11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

不完全な修理、調碧は危おですので、部品の交換、調整が必要の場さには、お買い求 
めの販売店又は、修巧資格者〔(お）曰本5油燃焼機器保守協ミでおこなラ巧術管理講習ミ修了 
者 （5 巧機器巧術管巧±)など）のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はコ□ナ純正部品とご指定ください。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品必がの部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ事故 
の原因になります。 


12 .保管 (長期間使用しない場さ) 


設置したままで保管される場含やしまわれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の 
要領で保管しでください。 

■寺入れのしかた 

1. [ A ま意 I 電源プラグを必ず〕ンじントから巧いでください。 

2. 巧タンクの巧油は、すっかり出しでください。中に水分やごみ力す残ったままにしでおきますと、油タンクが'腐食す 
る原因になります。 

3. 定ミ由面器のストレーナをはずして、水分やごみを除き、定油面器の中の巧油を巧いでください。 

4. ファンフィルタのごみやほこりを取り除いでください。 

5. 前板をはすしで、掃除機などで内部のほこりを取り陈いでください。 

6. 窒装部分は、湿った巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7. 燃焼室のサビなどか>ある所をペーパーで磨き「補修用の塞料」（別売品）で塞装しでください。 


■保管方法 

1. されいになったら、乾燥した場所に横倒しにしないでおしまいください。 

2. 床暖の配管を接続したままで保管する場合は、上限水位まで補給しでおいでください。 

3. ストーブ内の循環かを巧いて保管する場台は、エアー巧きバルブを開いでおき、エアー巧きバルブ配管内ち乾燥さ 
せでください。 

4. 「取扱説明書」- r 工事説明書」は、大のに保管しでください。 












13 .仕 



型式の 呼び 

UH-84PRF (薑本型す UH-84PR8) 

種 類 

ポット式-屋巧巧-強制通気お*自然が流形-床暖房巧 

点义 方す 

電気点乂す 

使用 燃料 

なミ宙 （ J に1号な巧） 

燃料消黃屋 

床暖房運転 

最 大 

1 .02 L/h 

最 ル 

0.22 L/h 

ストーブお a 運お 

最 大 

1 .005 L/h 

最 ル 

0.198 L/h 

お熱屋 
及び熱効率 

床暖房運転 

最 大 

37,780 kJ/h 熱効率 80.1% 

最 ル 

8,150 kJ/h 熱効率81.9% 

スト-ブ單搜逐お 

最 大 

37,230 kJ/h 熱効率 69.0% 

最 ル 

7,330 kJ/h 熱効率 67.0% 

暖房出力 

床暖房運転 

最 大 

8.41 kW 循環か壁 180 L/h 

最 小 

1.86 kW 循環か董 100 L/h 

ストーブ窜 a 運お 

最 大 

7.14 kW 

最 ル 

1.： B 6 kW 

最大巧暖房出力（目 

ミ 暖房運転） 

最大燃焼時2.09 kW 循環水墨 180 L/h 

サボートヒータ出て!（サボートヒータ運転） 

0.500 kW 循環か靈100 L/h 

熱効率 

最 高 

81.9% (床暖房運乾目盛微少のとき） 

最 お 

67.0% ( ストーブ単独運輯目盛微少のとき） 

標準適室 

床暖房運転！ 

温暖地： 

木造36.5がに2置）コンクリート49.5が （30 畳） 

寒冷地 

木造 36.5 が （22 置）コンクリート58.0が （35 曇） 

ストーブお拽逢 6 

温暖が 

木造 29.5 が （18 量）コンクリート41.5がに5曇） 

寒ち地 

木造 31. 5が （19 曇）コンクリート49.5が （30 曇） 

本 巧 

s 水容壓 

2 L (器具の蔵シスターン上限が位時） 

床暖房巧熱交換器の最高使用圧力 

シスターン大気開放 

外 おブを 

高さ615圆僵 748 mm 奥行 368 mm (置台を含む） 

質 置 

33 kg 

電源電足及び周艘数 

100 V 50 HZ /60 HZ 

定巧 

消費覃力 

床暖房 運転 

点乂時 360/360 W • 最大燃焼時 36/43 W 

ストーブ単独運転 

点乂時340/340 W • 最大燃焼時 13/13 W 

サボートヒータ運転 

最大選耗時 625/625 W 

床パネルの 
接続面稿 

床暖房 運転 

4.5 〜19.5が （3 曇〜12量）（最大燃焼時） 

サボートヒータ運転 

4.5が （3 畳） 

温 おお 管 接続 □ 

外径 ホ8 圓ニッ ブル 

煙突の 呼 び 径 

010611 im ロゴ5分） 

煙突の壁貫通部の孔径 

0 11 〇關 

排気温度 

床暖房 運 お 

330’ C が下 

ストーブ単独運転 

480でじ1下 

巧 流 ヒューズ 

5 A •10 A 

安を 装置 

巧震自動消火装置-点乂安全装置-燃焼制御装置-停電ち全装霞 

その他の 装置 

再点乂安全装置-僱環か過昇防止装置-燃焼用送風機異常検出装置- 
サボートヒータ過熱防止装置-過電流防止装霞-安全サーミスタ 

巧厲品 

置台1個*パックチユーブ 2.5 m • ホースバンド2個-遮熱す反1個- 
本体固定を具2個（ねじ2個） • IT 厶製送油管締付パンド2個 


備考）-標準適室は、な団を人-曰本ガス 5' 油機器工業含の算定薑準によります。 


93 ^ 




















































日 mm 

I I ポットヒータ 
g ヴポートヒータ 


巧交ヴ-モ □ g 

燃巧ファン D g 

6巧ポンプ 

□ 

巧白 

〇 


|8(6本) 


(Q I ア—ス 


1 □巧* 

黄 D FM パルス 

吕に]ポットヴーミス 
I □ 巧引ポンプ 
!□ 巧 巧ポンフ 
!□ ルヴ-モ 


夕 


!□ 餐备ヴーさスタ 


旧 


巧本)青 

ミ白 
^ ほ本)青 
1 0 A 白 
ヒューブ 5 A 


巧げ邸 

mm 


日， 


の 


フ レー ム□ッド 


«巧 アウ子 ユエー タ 

DD □ 

巧巧 巧巧 


プリント配線お端さ配置図 


〇 


14•アフターサービス 


■保証について 

参このコ□ナ石'庙ス I -ーブには保証書か f ついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大のに保管しでください。 

参保証期間はお買い上げ曰から1巧間です。 

•次のよラな原因による故障及び、事がにつきましでは、保証の巧象になりませんのでミ主意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みください。） 

■変質な油や不純な油など、またな油ががの燃料使用によるが障や事故。 

■誤った使用ちをによるが障や事が。 

■修理を依巧されるとまについで 

• 「故障•異常の見分け方と処置ちを J (25 - 26ページ）にしたびってお調べください。直らないときは、ご使用 
を中止し、必す電源プラグを巧いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名 ③型式の呼び ⑤お買い上げ曰 ④故障のが巧（出来るだけ具体のに） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびって、販売店び修理させでいただきます。 

参保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場含には、ご希望により育料で修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓 DJ にお問いさわせください。 

参修理料をは、按術料-部品代-出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

•竺なは、この製品の補修用な能部品を製造むちのり後、7年保育しでいます。 

•補修用な能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■が障-修理の際の連絡先 

参お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓 DJ にご連絡ください。 


HKD 薑 i 


ち白 g 白謎白霉 

□ □日 □ 

巧 部 部が 
示 示 示 示 

表ち 巧 巧 


マイコン 













15 •おえ巧け•移設 


据えがけ-移設工事は販売店に依頼ずる 


据えが(ブや移設工事は販売店または、据え巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え化け場所の選定及び標準おえ巧け例 


据え巧けについでは、乂災そ防条例、電気設備に関する按術薑準などまちの基準びあります。工事説明書（工事編）の 
「特にを意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店又は据え1すけ業客とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


標準据元がけ例 



巧燃 


煙突の先端から水平距離1 m 必巧に建物の幹びある場合は、そ 
の軒から 60 cm 必上高くすること。 

煙突の先端から1内に建物の開□部（窓）が'ないこと。 


•※巧プまは、煙突び本体から 1.8 m を超える場台 
は 15 cm 公上。 

参煙突は、固定を具で1 .5 〜 2 m 間隔に固定すること。 
•設置の場さは当該地区の乂が予防条例にしたびつ 
でください。 

•風の強い地域では、必ず、ドラフトレギュレータ 
を取り巧けでください。 

•結露かび出る場さには、露受けアダプターを取り 
がけが出した結露かは、容器に受けでください。 
f 結露予防のため、煙突の横引き長さはできるか^ 
L ぎり短く、 2 m が巧にしでください。 J 



(備考） 

1 . A • 己ブをは、 20 cmUU :、15 cm が上 
と示しでいますび、煙突と巧燃物との距 
雛 （45 cmUa ：) でち規制されます。 
可燃物との距雛び長くなるよラに設置し 
でください。 

2. 遮熱板を取り付けない場含は、側面との 
距雛を 30 cmUU : 離しでください。 


•テレビやラジオから1 m じ I 上離しでください。 


据えがけ後の巧認 


据え付けわず終わりましたら、 ちラー度、 工事説明書（工事編）の「特にミ主意しでいたださたいこと（ををのために必す 
お守りください）」をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据えがけられでいるかどラかを確認しでくだ 
さい。 

























































15 •据えがけ•移設 


試運乾 


試運転は販売店又は据え巧け業者とごいっしょに必すおこなってください。 

■運乾準備 

• IA 注意 1 電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実にさしこんでくださし、。 

•巧タンクに給'ぶし、送ミを経路の空気巧きをしでください。 

•送ミを経路やストーブより'油ちれびないか確認しでください。 

参配管途中にバルブなどびある場さには、を開にしでください。 

•まを装置をたツトしでください。 

〔定油面器リたツトレバー（黒色）を左ち巧に止まるまで押しでください。） 
•タイマー運転になつでいませんか。 


■循環液の給が方法 

1 . 給水前にエアー巧きバルフか>を開になつでいることを確認 
しで < ださい。 

(工場出荷時には開いであります。） 

必すを開にしでください。 


2. ストーブを側面の水位計で、シスターンタンクの規定か位 
(上限水位）まで循環液（コ□ナ床暖房用循環液）を入れで 
ください。 


3. 操作部の床暖切換スイッチを「ストーブ床暖房 J に t ット 
しでください。 


4. 操作部のサポートヒータスイッチを「入」にしでください。 
循環ポンプび運乾を開始します。 


5. 器具のを背面にある往さと戻り両方の温かジョイントのコ 
ックを「開」にしでください。 

• 2 回路配管の場をは、項目5、6を1回路すつおこなって 
ください。 


6. シスターンタンクの水位力ぐ F か f り始めますので上限水位ま 
で僱環おを給水しでください。 

(シスターンタンクのか位び下びらなくなるまで給水を続 
けでください。） 



エアー巧きバルブ 
全開のとさ 

開のとき：溝び横 





参温か配管施工などの関係で、エアー巧きノスルブではエアーか'巧けきらない場含 
は、次のちま力すあります。 

温か往き□のコックを閱にしで温か配管接続をはずし、コックを開いで循 
環水を少しすつ流し、エアーを巧く 
(循環液びこぼれないよラに容器を用意しでください。） 























































































15 •据をがけ•移設 


7. シスターンタンクの水位び下びらなくなったら僱環液の給水 
は終了です。 

エアー巧きバルブを「閱」にしでください。 

• 循環ポンプの運起音び静かになります。 

8. 温水配管路に、かちれのないことを確認しでください。 

• 運乾の途中で床暖パネル等にかちれびあった場合は、操作 
部のサポートヒータスイッチを「の J にしで循環ポンプを 
停止させでください。 

9. 異常のないことを確認したら完了ですので操作部のサポート 
ヒータスイッチを「の J にしで循環ポンプを停止させでくだ 
さい。 


エアー巧さバルブ 
閱のとさ 

咖 

閱のとさ：溝び縦 




■運括 

•運転は、ストーブ'床暖房運転でおこない、正常に運転することを確かめでください。 


ストーブ床暖房運乾 



1. 運乾スイッチを巧しで「入」にしでください。 

• L ご注意 I 初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼けで 
煙と臭いびでます。，宿をあけて部屋の換気をしてください。 

•約3〜4分間の予備燃焼か> 終わると本燃焼にのりかわります。 

2. 温か配管経路に、かちれのないことを確認しでください。 



4. 2回路配管 （2 部屋配管）の場ちは A 回路-巨回路のそれぞれ、温か往き□•温水戻り□び間違いなく配管されでい 
ることを確認しでください。 


■消义のま順 

I ストーブ床暖房運転 



•運転スイツチを巧しで「の J にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びち却すると自動のに燃焼用送風機、循環ポンプび停止し、時 
刻表示必外のすベでのランプが'消なします。 


•圧萬運転しない場さは、 25〜26ページ 「故障•異常の見分け方と処置ちま J を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設這する場さち「試運弦」の寺順にしたか>い、試運転をおこなつでください。 
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修理サービスや製品についでのごホ目談は機種名をご確認の上、 
お貫いあげの販売店または下記のご相談窓□にご依頼ください。 

ご輯居やご贈爸品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□にご相談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場含びありますのでご3承くださし、。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 
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